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月　

日
（
水
）
の
午
後
２
時
以
降
は
、
総
合
訓
練
の
た
め
市
役
所
一
般
駐
車
場
の
利
用
が
で
き
ま
せ
ん

１１

１２

 

�
７
２
４
・
２
１
６
５

　　公開している会議　傍聴のご案内

申し込み定　員会　場日　時会議名

１１月１７日までに電話
で高齢者福祉課（��
７２４・２１４０）へ。

５人
（申し込み順）

健康福祉会
館分館２階
第二会議室

１１月１８日（火） 
午後２時～３時３０分

第２回町田市
高齢者虐待防
止連絡協議会

事前に電話で高齢者福
祉課（��７２４・４０４８）
へ。

１０人
（申し込み順）

健康福祉会
館２階健康
教育室

１１月２１日（金）
午後６時３０から

第３回町田市
高齢社会総合
計画審議会

「
町
田
市
介
護
予
防
月
間
」

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
に

「
修
了
証
」
を
お
渡
し

し

て

い

ま

す

　

ま
だ
修
了
証
を
お
持
ち
で
な
い

方
は
、　

月　

日
ま
で
の
間
、
高

１１

２８

国
民
年
金
保
険
料
の

一
部
納
付
制
度
を

受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
へ

　

国
民
年
金
の
免
除
制
度
（
全
額

免
除
・
４
分
の
１
納
付
・
半
額
納

付
・
４
分
の
３
納
付
）
を
申
請
し

て
、
４
分
の
１
納
付
・
半
額
納
付

・
４
分
の
３
納
付
の
「
一
部
納

付
」
が
承
認
さ
れ
た
場
合
は
、
一

部
納
付
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
改
め
て
納
付

書
が
届
き
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を

ご
利
用
下
さ
い
。

　

一
部
納
付
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
「
一
部
納
付
」
が
承

認
さ
れ
た
期
間
が
、
老
齢
・
障
害

・
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期

間
に
含
ま
れ
、
老
齢
基
礎
年
金
額

に
も
反
映
さ
れ
ま
す
。

　

一
部
納
付
保
険
料
が
納
付
さ
れ

な
か
っ
た
場
合
は
未
納
期
間
扱
い

に
な
り
、
受
給
資
格
期
間
・
年
金

額
に
反
映
さ
れ
ず
、
追
納
も
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

□問
 

町
田
市
保
険
年
金
課
国
民
年
金

係
��
７
２
４
・
２
１
２
７
、
八
王

子
社
会
保
険
事
務
所
��
０
４
２
・

６
２
６
・
３
５
１
１

健康�
　メモ�
（町田市医師会）�

ご
利
用
下
さ
い

社
会
教
育
関
係
事
業

講
師
派
遣
制
度

　

学
習
・
文
化
活
動
を
行
う
こ
と

を
目
的
と
す
る
団
体
が
、
市
内
で

自
主
的
に
企
画
し
、
会
員
以
外
に

も
広
く
参
加
を
呼
び
か
け
て
実
施

す
る
学
習
会
・
講
習
会
に
対
し
、

そ
の
講
師
謝
礼
（
１
団
体
に
つ
き

年
１
回
、
２
万
円
以
内
）
を
援
助

し
ま
す
。

※
事
業
の
企
画
、
講
師
の
選
定
・

交
渉
及
び
会
場
の
確
保
等
の
運
営

は
団
体
が
行
っ
て
下
さ
い
。
ま

た
、
定
例
的
に
団
体
を
指
導
し
て

い
る
講
師
や
団
体
の
会
員
が
講
師

に
な
る
場
合
及
び
政
治
・
宗
教
・

営
利
活
動
を
目
的
と
し
た
内
容
の

場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
対
象
団
体　

次
の
①
〜
③
す
べ

て
に
該
当
す
る
団
体　

①
市
内
で

継
続
的
に
活
動
し
、
市
の
補
助
金

を
受
け
て
い
な
い
こ
と
②
会
員
が

　

人
以
上
で
そ
の
７
割
以
上
が
市

１５内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
あ
る
こ

と
③
団
体
の
代
表
者
ま
た
は
事
務

取
扱
者
が
市
内
在
住
で
あ
る
こ
と

○
対
象
事
業　

２
０
０
９
年
３
月

　

日
ま
で
に
市
内
で
実
施
す
る
も

３１の

　

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
で

は
、
女
性
悩
み
ご
と
電
話
相
談

（
専
用
電
話
��
７
２
１
・
４
８
４

２
、
月
・
火
・
木
・
金
・
土
曜
日

＝
午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時
、

３０

水
曜
日
＝
第
３
水
曜
日
を
除
く
午

��
身身
近近
なな
暴暴
力力
をを
許許
ささ
なな
いい

社社
会会
のの
実実
現現
をを
めめ
ざざ
しし
てて
��
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皆
さ
ん
は
、
頭
痛
で
お
悩
み
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

頭
痛
は
そ
れ
自
体
が
ひ
と
つ
の

疾
患
で
あ
る
場
合
（
一
次
性
頭

痛
）
と
何
ら
か
の
疾
患
に
伴
っ
て

起
こ
っ
て
く
る
場
合
（
二
次
性
頭

痛
）
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
何
ら
か

の
疾
患
と
は
、
脳
出
血
や
く
も
膜

下
出
血
、
脳
腫
瘍
や
髄
膜
炎
・
脳

炎
な
ど
を
指
し
、
早
急
に
治
療
し

な
い
と
命
に
関
わ
る
場
合
が
あ
る

疾
患
で
す
。
二
次
性
頭
痛
の
特
徴

と
し
て
、
突
然
の
発
症
、
今
ま
で

に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
頭
痛
、

い
つ
も
と
は
様
子
の
異
な
る
頭

痛
、
頻
度
と
程
度
が
増
し
て
い
く

頭
痛
、　

歳
以
降
に
初
発
の
頭

５０

痛
、
神
経
脱
落
症
状
を
有
す
る
頭

痛
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
頭
痛
が
生
じ
た
時
は
、

直
ち
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

一
次
性
頭
痛
は
片
頭
痛
、
緊
張

型
頭
痛
、
群
発
頭
痛
に
分
け
ら
れ

ま
す
。
片
頭
痛
は
必
ず
し
も
片
側

性
に
起
こ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
拍
動
性
（
心
臓
の
鼓
動
に

合
わ
せ
て
ズ
キ
ン
ズ
キ
ン
と
痛

む
）
の
中
等
度
か
ら
重
度
の
頭
痛

で
、
悪
心
・
嘔
吐
を
伴
う
こ
と
が

多
く
、
音
や
光
に
過
敏
に
な
る
こ

と
も
あ
り
、
日
常
生
活
に
支
障
を

き
た
す
こ
と
が
特
徴
で
す
。
ま
た

女
性
に
多
く
、
ス
ト
レ
ス
や
精
神

的
緊
張
、
天
候
の
変
化
や
ア
ル
コ

ー
ル
摂
取
な
ど
が
頭
痛
の
誘
因
と

な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

緊
張
型
頭
痛
は
、
両
側
性
で
圧

迫
感
や
締
め
付
け
ら
れ
る
よ
う
な

感
じ
（
非
拍
動
性
）
の
軽
度
か
ら

中
等
度
の
頭
痛
で
、
歩
行
な
ど
の

日
常
動
作
で
は
増
悪
せ
ず
、
一
般

的
に
悪
心
・
嘔
吐
を
伴
い
ま
せ

ん
。
緊
張
型
頭
痛
の
生
涯
有
病
率

は　

〜　

％
と
報
告
さ
れ
て
お

３０

７８

��
��
��
��
��
��

り
、
外
来
で
「
片
頭
痛
」
を
主
訴

に
来
院
さ
れ
る
方
の
多
く
は
こ
の

タ
イ
プ
で
す
。

　

従
来
日
本
人
に
片
頭
痛
は
少
な

い
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
全

国
調
査
の
結
果
、
有
病
率
は
８
・

４
％
と
多
く
の
片
頭
痛
の
方
の
存

在
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
医
療
機
関
を
受
診
す
る
方
は

少
な
く
、
市
販
薬
な
ど
で
対
処
し

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
鎮
痛
薬

の
過
剰
服
用
で
薬
物
乱
用
頭
痛
に

陥
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
現
在
ト

リ
プ
タ
ン
製
剤
な
ど
片
頭
痛
に
有

効
な
治
療
薬
は
存
在
し
ま
す
。
慢

性
頭
痛
で
お
悩
み
で
し
た
ら
、
一

度
内
科
・
神
経
内
科
・
脳
神
経
外

科
を
受
診
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。

齢
者
福
祉
課
、
各
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
ほ
か
数
施
設
で
お
渡
し

し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
参
加
時
に
お

配
り
し
た
、
町
田
市
オ
リ
ジ
ナ
ル

「
介
護
予
防
手
帳
」
を
お
持
ち
の

う
え
、
お
い
で
下
さ
い
。

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
��
７
２
４
・
２

１
４
６

町
田
市
下
水
道
事
業
経
営
健
全
化

計
画
を

策
定
し
ま
し
た

　

市
で
は
今
後
５
年
間
の
財
政
健

全
化
と
将
来
負
担
の
軽
減
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
下
水
道
事
業
経
営

健
全
化
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体

の
公
債
費
負
担
の
軽
減
対
策
で
あ

る
高
金
利
の
地
方
債
（
借
入
金
）

に
つ
い
て
、
補
償
金
を
免
除
し
て

繰
上
償
還
す
る
こ
と
が
国
か
ら
認

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
策
定
・
承
認
さ
れ
た
計
画

の
概
要
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
の
計
画
の
策
定
・
承
認
に
よ

町田市下水道事業経営健全化計画の概要

２００８年度～２０１２年度計画期間

水洗化率の向上を図り、収入確保
に努めます

①下水道使用料収入
の確保

経営課題及び
主な取組内容

下水道施設の維持管理費用の縮減
・抑制に努めます

②維持管理コストの
縮減

効率的、計画的な整備を実施し、
地方債の抑制に努めます③公債費負担の軽減

２００８年度９６人→２０１２年度８０人を目
標とします
※正規職員数。

④定員管理の適正化

国・都及び他団体の動向を踏まえ
た給与構造、手当の見直しを検討
します

⑤給与水準の適正化
（市全体の取組）

定員管理の適正化や使用料収入の確保等により計画期間
内で総額約２７億円の効果を見込んでいます改善効果

第
３
回

町
田
市
行
政
経
営
監
理
委
員
会
の

お

知

ら

せ

　

傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
、
往
復

ハ
ガ
キ
に
会
議
名
・
住
所
・
氏
名

・
電
話
番
号
を
明
記
し
、　

月　
１１

１８

日
ま
で
（
必
着
）
に
経
営
改
革
室

（
〒　

－

８
５
２
０
、
中
町
１－

１９４

　

－

　

、
��
７
２
４
・
２
５
０

２０

２３

３
）
へ
。

○
日
時　
　

月　

日
（
水
）
午
後

１１

２６

３
時
〜
５
時

○
会
場　

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
学

習
室
１
・
２

○
テ
ー
マ　

女
性
職
員
の
登
用

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

２０

り
、
市
で
は
年
利
７
％
以
上
の
旧

公
営
企
業
金
融
公
庫
資
金
の
地
方

債
に
つ
い
て
繰
上
償
還
及
び
低
金

利
へ
の
借
換
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
繰
上
償
還
等
に
よ
り
後
年
度
の

利
子
負
担
が
約
１
５
０
０
万
円
軽

す

み

れ

教

室

児
童
指
導
員
（
嘱
託
）

知
的
障
が
い
児
通
園
施
設

○
資
格　

①
保
育
士
ま
た
は
幼
稚

園
も
し
く
は
小
・
中
学
校
の
教
員

資
格
を
有
す
る
方
で
障
が
い
児
療

育
の
経
験
が
あ
る
方
②
４
年
制
の

大
学
で
心
理
学
ま
た
は
社
会
福
祉

学
を
専
攻
し
、
卒
業
し
た
方
③
障

が
い
児
療
育
施
設
で
療
育
経
験
が

あ
る
方

○
採
用
期
間　

２
０
０
９
年
１
月

１
日
〜
３
月　

日
ま
で

３１

○
勤
務
日　

月
〜
金
曜
日
で
週
４

日
（
月　

日
、
行
事
等
で
土
・
日

１６

曜
日
、
祝
日
勤
務
含
む
）

○
勤
務
時
間　

午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
５
時

○
勤
務
場
所　

す
み
れ
教
室

※
健
康
保
険
、
雇
用
保
険
、
厚
生

年
金
保
険
有
り
。

○
募
集
人
員　

１
人

○
選
考　

書
類
・
小
論
文
・
面
接

・
実
技

○
申
し
込
み　

履
歴
書
・
保
育
士

資
格
証
等
の
コ
ピ
ー
及
び
小
論
文

（
応
募
の
動
機
・
自
己
ア
ピ
ー
ル

・
入
所
後
の
抱
負
に
つ
い
て
原
稿

用
紙
８
０
０
字
以
内
）
を
郵
送

で
、　

月
５
日
ま
で
（
必
着
）
に

１２

す
み
れ
教
室
（
〒　

－

０
０
２

１９４

１
、
中
町
２－

　

－

　

、
��
７
２

１３

１４

６
・
６
５
７
０
）
へ
。

※
応
募
者
に
は
書
類
選
考
の
う

え
、
面
接
日
時
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

○
申
込
期
限　

２
０
０
９
年
２
月

　

日
ま
で
（
定
数
に
達
し
次
第
締

２７め
切
り
ま
す
）

○
申
し
込
み　

実
施
日
時
や
テ
ー

マ
等
の
事
業
内
容
を
決
定
し
、
講

師
派
遣
申
請
書
・
会
則
（
規
約
）

・
会
員
名
簿
を
実
施
日
の　

日
前

３０

ま
で
に
生
涯
学
習
課
へ
（
郵
送

可
）
。

※
申
請
書
の
配
布
と
受
付
は
生
涯

学
習
課
（
市
役
所
森
野
分
庁
舎
１

階
）
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
町

田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
申
し
込

み
方
法
や
申
請
書
の
様
式
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

□問
 

生
涯
学
習
課
��
７
２
４
・
２
１

８
１

減
さ
れ
ま
す
。

　

計
画
の
詳
細
は
町
田
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
市
政
情
報
や
ま
び

こ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

□問
 

上
下
水
道
総
務
課
��
７
２
０
・

１
８
１
１

　

配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
、
性

犯
罪
、
売
買
春
、
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
な
ど
の
女
性
に
対
す

る
暴
力
は
、
人
権
を
著
し
く
侵

害
す
る
も
の
で
あ
り
、
決
し
て

許
さ
れ
な
い
も
の
で
す
。

後
１
時
〜
８
時
）
を
実
施
し
、
女

性
に
対
す
る
暴
力
等
の
問
題
に
つ

い
て
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま

す
。

□問
 

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
��
７

２
３
・
２
９
０
８

２００８．　．　 （　）１１ １１ ５

市
役
所
第
二
駐
車
場
を
ご
利
用
下
さ
い

□問
 

管
財
課
��
７
２
４
・
２
１
６
５

ちょっと聞きたい　あれこれコール　町田市コールセンター町田市コールセンター��０４２・７２４・５６５６

広 告 募 集広 告 募 集 �広 告 募 集 �

ま ち だま ち だ �
ガ イ ドガ イ ド �
ま ち だま ち だ �
ガ イ ドガ イ ド �
ま ち だ
ガ イ ド

事業主の皆さんへ�

医

療

費

助

成

ひ
と
り
親
家
庭
等
へ
の

　

母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
な
ど
、

ひ
と
り
親
家
庭
に
対
し
て
、
医
療

費
を
助
成
し
ま
す
。

【
該
当
す
る
方
は
申
請
を
】

○
対
象　

①
ひ
と
り
親
家
庭
の
父

ま
た
は
母
（
配
偶
者
が
な
く
、
現

に　

歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て

１８
い
る
方
）
②
父
ま
た
は
母
に
障
が

い
の
あ
る
家
庭
（
身
体
障
害
者
手

帳
の
１
・
２
級
及
び
３
級
の
一

部
）
③
両
親
が
い
な
い
児
童
を
養

育
し
て
い
る
養
育
者
な
ど

○
助
成
の
範
囲　

医
療
機
関
で
支

払
う
べ
き
保
険
診
療
の
自
己
負
担

分
を
助
成
（
住
民
税
が
課
税
さ
れ

て
い
る
世
帯
は
一
部
負
担
金
有

り
）

町
田
市
民
ホ
ー
ル
事
業�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
田
市
民
ホ
ー
ル
1
７
２
８
・
４
３
０
０�

※
電
話
は
お
か
け
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。�

休

館

日
　
第
１
・
３
月
曜
日（
祝
日
の
と
き
は
そ
の
翌
日
）�

受
付
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時�

問�

※
申
請
者
及
び
そ
の
扶
養
義
務
者

（
同
居
の
父
・
母
な
ど
）
の
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。
所
得
限
度
額

や
申
請
に
必
要
な
添
付
書
類
な
ど

詳
細
は
子
ど
も
総
務
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

【
現
況
届
の
提
出
を
】

　

す
で
に
助

成
を
受
け
て

い
る
方
は
、

更
新
の
た

め
、
現
況
届

の
提
出
が
必
要
（
用
紙
は
送
付
済

み
）
で
す
。
期
日
ま
で
に
手
続
き

を
し
て
下
さ
い
。　

○
提
出
期
限　
　

月　

日
（
金
）

１１

２１

ま
で

□問
 

子
ど
も
総
務
課
��
７
２
４
・
２

１
４
３

２
０
０
９
年
２
月　

日（
金
）

２７

午
後
６
時　

分
開
演

３０

４
５
０
０
円

（
全
席
指
定
）

　

日
本
の
ロ
ッ
ク
シ
ー
ン
で

の
華
々
し
い
活
躍
�
天
才
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
竹
中
尚
人
（
ｃ

ｈ
ａ
ｒ
）
、
大
阪
を
足
が
か

り
に
、
国
内
ジ
ャ
ズ
・
ロ
ッ

ク
フ
ァ
ン
に
熱
い
支
持
を
受

け
て
活
躍
中
の
石
田
長
生
。

二
人
が
織
り
な
す
圧
巻
の
ス

テ
ー
ジ
＆
爆
笑
ト
ー
ク
を
ぜ

ひ
お
楽
し
み
下
さ
い
。

※
６
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か

ら
入
場
で
き
ま
す
。

【　

月　

日
午
前
８
時　

分

１１

２６

３０

か
ら
電
話
予
約
受
付
開
始
】

　

入
場
希
望
の
方
は
電
話
で

町
田
市
民
ホ
ー
ル
（
��
７
２
８

・
４
３
０
０
）
へ
。

※
初
日
は
電
話
の
み
の
受
付
で

す
。

ご
利
用
下
さ
い

町
田
市
中
小
企
業
融
資
制
度

　

市
内
の
中
小
企
業
者
ま
た
は
、

市
内
で
新
た
に
事
業
を
始
め
る
中

小
企
業
者
が
事
業
資
金
や
開
業
資

金
を
調
達
す
る
た
め
、
市
と
取
扱

金
融
機
関
と
の
提
携
及
び
信
用
保

証
機
関
の
協
力
に
よ
り
実
施
す
る

も
の
で
す
。

　

な
お
、
審
査
に
時
間
が
か
か
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
年
内
融

資
を
希
望
さ
れ
る
時
は
取
扱
金
融

　

右
グ
ラ
フ
は
、
２
０
０
７
年
度

の
資
源
化
物
と
収
集
・
持
込
み
ご

み
の
量
で
す
。
収
集
し
て
い
る
ご

み
が
全
体
の　

％
を
占
め
、
許
可

５２

業
者
に
よ
り
持
込
ま
れ
る
事
業
系

ご
み
は
約　

％
と
な
っ
て
い
ま

２０

す
。
家
庭
系
ご
み
は
２
０
０
５
年

度
に
比
べ
、　

・
４
％
減
少
し
ま

１０

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

し
た
が
、
事
業
系
ご
み
は
横
ば
い

が
続
い
て
い
ま
す
。
来
年
度
か

ら
、
受
入
時
に
持
込
み
不
適
物
や

資
源
化
物
が
混
入
し
て
い
な
い
か

検
査
を
す
る
な
ど
し
、
事
業
系
ご

み
の
減
量
・
資
源
化
を
推
進
し
ま

す
。

　

資
源
化
物
は
地
域
で
回
収
さ
れ

て
い
る
分
の
１
万
１
９
８
７
ｔ
を

含
め
３
万
３
４
７
４
ｔ
で　

％
を

２４

占
め
ま
し
た
。
内
訳
は
下
グ
ラ
フ

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
燃
や
せ
る
ご
み
や
燃

や
せ
な
い
ご
み
の
中
に
は
、
ま
だ

ま
だ
資
源
化
で
き
る
も
の
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
ご
み
組
成
調
査
に

よ
る
と
、
燃
や
せ
る
ご
み
の
な
か

に
は
資
源
化
で
き
る
紙
類
が
約
５

０
０
０
ｔ
含
ま
れ
て
い
る
と
推
測

さ
れ
て
い
ま
す
。
ビ
ン
や
カ
ン
も

ご
み
の
な
か
に
混
入
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ご
み
の
減
量
と
資
源
化
の
た
め

に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

詳
細
は
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
下
さ
い
。

□問
 

環
境
総
務
課
��
７
９
７
・
７
１

１
２

ご
覧
（
縦
覧
）
下
さ
い

町
田
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の

変
更
に
係
る
都
市
計
画
案
を

　

縦
覧
期
間
中
、
住
民
及
び
利
害

関
係
人
は
、
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
縦
覧
期
間　
　

月　

日
（
金
）

１１

２１

〜　

月
５
日
（
金
）

１２
※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

○
縦
覧
時
間　

午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
５
時

○
縦
覧
場
所　

都
市
計
画
課
（
市

役
所
中
町
第
三
庁
舎
１
階
）

□問
 

都
市
計
画
課
��
７
０
９
・
０
５

６
１

犯
罪
被
害
者
週
間

　

月　

日
〜　

月
１
日
は

１１

２５

１２

　

犯
罪
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
や
そ

の
家
族
・
遺
族
の
方
が
、
犯
罪
等

に
よ
り
受
け
た
被
害
か
ら
立
ち
直

り
、
再
び
地
域
に
お
い
て
平
穏
に

過
ご
せ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に

は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
理
解

と
支
援
が
必
要
で
す
。

　

次
の
機
関
で
は
、
犯
罪
被
害
に

あ
わ
れ
た
方
等
の
相
談
や
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
犯
罪
被
害
者
相
談
所
（
面
接
及

び
電
話
相
談
）
】

○
期
間　
　

月　

日
（
木
）
〜　

１１

２７

２９

日
（
土
）

○
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

○
会
場　

新
宿
区
市
谷
船
河
原
町

　

、
飯
田
橋
レ
イ
ン
ボ
ー
ビ
ル
１

１１階
特
設
会
場
（
Ｊ
Ｒ
飯
田
橋
駅
西

口
ま
た
は
地
下
鉄
飯
田
橋
駅
Ｂ
３

出
口
か
ら
徒
歩
５
分
）

○
電
話　

��　

・
３
２
３
５
・
４

０３

１
６
１
（
期
間
中
の
み
）

【
犯
罪
被
害
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
】

○
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時　

分
（
土
・
日
曜
日
、
祝

１５

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

○
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ　

��　

・
３
５

０３

９
７
・
７
８
３
０
、
�　

・
３
５

０３

９
２
・
６
８
４
０

【
被
害
者
支
援
都
民
セ
ン
タ
ー
】

○
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ　

��　

・
５
２

０３

８
７
・
３
３
３
６
（
月
・
木
・
金

曜
日
＝
午
前
９
時　

分
〜
午
後
５

３０

時　

分
、
火
・
水
曜
日
＝
午
前
９

３０
時　

分
〜
午
後
７
時
、
祝
日
・
年

３０
末
年
始
を
除
く
）
、
�　

・
５
２

０３

８
７
・
３
３
８
７
、h
ttp
:/
/

w
w
w
.sh
ie
n
.o
r.jp

□問
 

福
祉
総
務
課
��
７
２
４
・
２
１

３
３
、
�
７
２
４
・
１
１
８
７

機
関
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　

取
扱
い
は
、
次
の
金
融
機
関
の

町
田
市
内
に
あ
る
支
店
等
で
行
っ

て
い
ま
す
。

○
取
扱
金
融
機
関　

八
千
代
・
横

浜
・
三
井
住
友
・
み
ず
ほ
・
東
京

都
民
・
り
そ
な
・
東
日
本
・
山
梨

中
央
の
各
銀
行
、
城
南
・
横
浜
・

芝
の
各
信
用
金
庫
、
町
田
市
農
業

協
同
組
合

※
金
融
機
関
、
信
用
保
証
機
関
の

審
査
に
よ
り
、
融
資
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

□問
 

産
業
観
光
課
��
７
２
４
・
２
１

２
９目

指
し
ま
し
ょ
う

一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
で
誰
も
が

気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
る
道
路
環

境
を

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
に
は
、
道
路

の
落
ち
葉
に
つ
い
て
の
相
談
が
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

道
路
際
の
生
け
垣
や
庭
木
は
、

日
頃
か
ら 
剪  
定 
し
き
れ
い
に
し
て

せ
ん 
て
い

お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
気
を
つ

け
て
、
誰
も
が
気
持
ち
よ
く
安
心

し
て
歩
け
る
道
路
環
境
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
町
内
会
・
自
治
会
の
一

斉
清
掃
で
大
量
に
落
ち
葉
を
集
め

て
い
た
だ
い
た
時
は
、
市
が
回
収

し
ま
す
の
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

一
斉

清
掃
に

よ
る
落

ち
葉
の

回
収
に

つ
い
て

は
清
掃
事
務
所
（
��
７
９
７
・
７

１
１
１
）
、
ご
み
の
出
し
方
に
つ

い
て
は
ご
み
減
量
課
（
��
７
９
７

・
０
５
３
０
）
、
そ
の
他
お
問
い

合
わ
せ
は
道
路
管
理
課
（
��
７
２

４
・
１
１
５
１
）
へ
ご
連
絡
下
さ

い
。

※
こ
の
記
事
に
関
連
し
た
情
報
を

　

直
接
町
田
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い

で
下
さ
い
。

　

月　

日
（
日
）

１１

１６

正
午
開
演　

（
全
席
自
由
）

○
出
演　

町
田
市
合
唱
連
盟
所
属

の
合
唱
団　

団
体

２７

第

回

第　

回
2929

町
田
市
合
唱
連
盟

町
田
市
合
唱
連
盟

合
唱
祭

合
唱
祭

　

市
で
は
、
転
入
者
や
希
望
者
に

配
布
し
て
い
る
市
内
地
図
「
ま
ち

だ
ガ
イ
ド
」
に
、
市
民
生
活
に
関

連
の
深
い
内
容
の
広
告
を
募
集
し

ま
す
。

○
応
募
資
格　

市
内
ま
た
は
近
隣

市
に
事
業
所
を
有
す
る
事
業
主

○
募
集
期
間　
　

月　

日（
火
）

１１

２５

ま
で

○
広
告
掲
載
料　

４
万
円
（
タ

テ　

㎜
×
ヨ
コ　

㎜
）

３８

９０

○
募
集
件
数　

４
件

※
掲
載
で
き
る
広
告
に
制
限
が

あ
り
ま
す
。

町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
市
の
組

織
別
分
類
↓
建
設
部
↓
道
路
管
理

課
）
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
併
せ
て
ご
覧
下
さ
い
。

□問
 

道
路
管
理
課
��
７
２
４
・
１
１

５
１

石田長生 竹中尚人（ｃｈａｒ）

資源化物と収集・持込ごみの量�
　　　　　　　　　　単位：t

収集ごみ�
７３，０３４�
５２％�

持込ごみ（一般）�
５，７２４�
４％�

持込ごみ�
（事業系）�
２７，２００�
２０％�

資源化物�
（地域資源回収含む）�
３３，４７４�
２４％�

資源化物の内訳　単位：t
ビン�
３，４１６�
１０.２０％�
カン�
１，３８１�
４.１３％�

古紙・古着�
２６，５０３�
７９.１７％�

ペットボトル�
９４７�
２.８３％�

発泡トレイ�
６�

０.０２％�

紙パック�
１９�
０.０６％�

剪定枝�
１，２０２�
３.５９％�

※
ご
希
望
の
方
に
は
、
応
募
説
明

等
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
広
報

広
聴
課
（
��
７
２
４
・
２
１
０

１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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　ハイキングコースや文化施設な
ども載っている楽しい地図です


